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＜連絡事項＞
・Cユニット倉庫内で保管しているCSのオムツ(棚においているもの)について南病棟でコロナが発生した際に、他の病棟へ配るために保管しているため、使用しないようにお願いします。

＜入室状況＞
【入院】
・坂下　榮藏様～Aユニット10号室
【退院】
・佐々木　淳様～GHわくわくの郷へ退院
【ユニット移動】
・磯島　茜様～Aユニット10号室　→　Dユニット20号室

＜患者様連絡事項＞
・豊川　京子様～本日よりインスリン昼の決め打ちランタスの単位数が8単位から10単位へ変更指示あり。また、痰培養検査指示あり実施。経管栄養カテーテル交換実施している。

・岡沼　和久様～西病棟もしくは北病棟への転出許可あり。

・田名部　幸子様～下痢が続いており、主治医診察にて本日朝よりミヤＢＭ細粒　１×毎食後８日分処方となる。

・磯島　茜様～父様との連絡繋がらず。初外来は希望のあった5/10（金）10：30にて予約行い、退院時処方5/10分まで処方。

・滝田　英人様～採血結果にてBNP高値が持続しているため、アゾセミド７日分継続処方。ワソランも本日昼より継続処方となる。

・佐藤　賀奈子様～タゾピペ点滴治療は4/22（月）まで継続、酸化マグネシウム毎食後、明日より５日分処方。4/22（月）に採血と尿検査の指示あり。

・苅谷　江利子様～排便-１０日目、主治医指示にてグリセリン浣腸60ｍｌ実施し、反応便中等量確認。

＜栄養課より＞
・成田　かつゑ様～捕食以外ほとんど摂取できていないため、本日昼より捕食のメイバランス３本/日へ変更。

・前川　裕孝様～食事摂取量が少ないため、本日昼よりハーフ食へ変更。

・宮崎　宏之様～栄養状態の検査値悪化あり、カロリーアップのため本日昼より特盛へ変更。
　　　　　　　
＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前・午後1時間ずつの開放観察実施。開放観察中他室入室繰り返し、スタッフ制止後も落ち着かず、早めに開放観察終了となる。自室内では奇異行為、脱衣あるが不潔行為無く経過。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を　目指していく。

・澤口　利香様～終日隔離中。各食2/3～1/3摂取。服薬は自ら選んで内服している。対面時不機嫌さあり、一時的に易怒的言動あるが粗暴行為なく、入浴後ベッドに臥床し静穏に過ごしている。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

・井畑 芳則様～終日隔離中。各食全量摂取し服薬スムーズに行う。小声で妄想様の独語繰り返すが不穏・興奮無く、対面時も易怒的言動なく経過。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

＜馬渡Dr診察＞
・佐々木　理佳様～バルプロ酸600mg→800mgへ増量、他同内容にて処方となる。主治医より退院へ向け自身の衝動性との向き合い方について行動で示すよう指導有り。

・宮崎　宏之様～・トラゾドン25mg　0.5T　朝食後→トラゾドン25mg　1T　朝食後へ増量。
・シクレスト夕食後→就床前へ変更。
上記変更有り。日中の眠気に注意するよう指示有り。

・越田　早織様～シクレスト15→20mgへ増量。他同内容にて処方となる。診察時外出希望聞かれ母様付添いで有れば可の指示有り。
・橘　きみ様～処方変更無し。初外来日調整後退院時処方依頼していく。

・平　幸夫様～前医含め転院方向で調整していく方針である事を主治医より説明あり。処方変更無し。

・川口　博至様～処方変更無し。退院支援進めていく様指示有り。

・田中　邦男様～クエチアピン50→75ｍｇへ、他処方変更無し。

・庭田　やゑ様～アムロジピンＯＤ錠２．５ｍｇ「ケミファ」 1 錠 
ロスバスタチンＯＤ錠２．５ｍｇ「サワイ」 1 錠 
オルメサルタンＯＤ錠２０ｍｇ「ＤＳＥＰ」 1 錠 
上記来週から定期薬へ、他同内容変更無し。引き続き退院支援進めるよう指示有り。

＜田名部Dr診察＞
・岡沼　和久様～診察時「悪夢を見て怖くなるんです」といった不安感訴え聞かれ、個室希望あるが切迫した様子なく経過。主治医より西病棟個室空き状況を見て、可能であれば西病棟へ転出し個室を利用してもらいたいと説明あり。本日夕よりクエチアピン50mg　1T追加。他処方変更なし。

・立花　圭様～診察時マンガやアニメに関する話題について多弁になる様子みられるが、
性的発言無く経過。処方変更なし。

・青木　昭弘様～診察時自分の悪口を言ってくる患者様がいると発言あり。詳細を確認するも「誰かわからない」と返答される。処方変更なし。


・長瀬　伸也様～診察時退院要求聞かれるが、粗暴性なく経過していることを情報提供。主治医より5/2ハロマンス筋注実施予定とし本日は経過観察の指示あり。処方なし。

・中居　伊佐男様～診察時時折他患者様に対する威嚇行為、粗暴性ありスタッフ介入にてトラブル無く経過していることを情報提供。処方変更なし。

・野坂　翔様～診察時他患者様への不満言動見られ、Bユニットへの部屋移動希望あり。二重人格に関しては現在何も催促されることはないと発言あり。また、光刺激による頭痛がここ最近起こるため処方希望あり。主治医より療養環境に慣れるために部屋移動はまだ行わない予定であると説明あり。また頭痛に関しては光が強い場所に行かない等の工夫を行うよう説明され、処方せず経過観察の指示あり。

・小笠原　久年様～診察時不明瞭発語にて不満訴え聞かれるが、不穏興奮なく経過。処方変更なし。

・袴田　将志様～診察時隠れ飲水行為について、「飲みたくて飲んでしまった」と返答され、表面上の謝罪見られる。処方変更なし。

・若沢　理子様～診察時「私誕生日が来て25歳になりました」と話し始め、やや眼光の鋭さみられるが危険行為無く経過。処方変更なし。

・成田　富士子様～診察時他者の行動に対する不満訴え、インスリン注射や血糖測定に関して不満をもらす様子見られるが易怒的言動なく経過。処方変更なし。

・長岡　明美様～診察時バイタルサイン著変なく、無動・筋硬直持続し発語ない状況であること、経管栄養トラブルなく実施することができていることを情報提供。処方変更なし。

・丹内　栄子様～診察時脱衣、徘徊、奇異行為繰り返すが他者トラブル無く経過していることを
情報提供。処方変更なし。

・前川　裕孝様～診察時失見当識様の発言聞かれるが、不穏興奮無く経過。処方なし。

＜皮膚科診察＞
・中居　伊佐男様～シロスタゾール（50）2T　2×1/7日分にて追加処方となる。

・苅谷　江利子様～フェキソフェナジン2T　2×1/7日分にて追加処方となる。
以外の患者様は同前処置の指示受ける。



＜新入院患者様情報＞
受け持ち　上野由Ns/北向Cw
[bookmark: _GoBack]
　日　　時：令和6年4月18日　
　氏　　名：坂下 榮藏（さかした　えいぞう）様
　生年月日：昭和15年3月21日(84歳)
　病　　名：アルコール性認知症
　性　　別：男性
　主 治 医：馬渡Dr
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Cユニット
　
　＜経過＞
　R2年1月当院受診し、アルコール性認知症と診断を受け、その後はかかりつけの南郷診療所で加療継続していた。R4年易怒性が強くなり抑肝散など処方されたが大きく改善はなく経過。R5年冬頃より手指振戦や、拳でテーブルを叩き続ける様子があった。R6年3月頃より不眠の症状が悪化し、ひと月でリスパダール5回程服用。服用しても睡眠状況は改善せず、動きが悪くなり起居動作に介助を要していた。日中は炬燵で横になり疲労感を訴え、夜間は深夜に覚醒し朝方に寝る状況であった。また、その際には自身で起き上がれず「ばばぁ！」と叫んで妻を起こしたり、すぐに来ないと「なんのために(嫁に)もらったのよ！」と暴言を向ける、ジュースなどを妻へ投げつけ起こす等の行為があった。R6年4月大里脳神経クリニックを受診しドパコール処方となった。現在も夜間の不眠や易怒性が続いており、這って歩くなど身体機能も低下していることからかかりつけ医の南郷診療所より入院の相談あり。薬剤調整にて症状の改善を目的として、東病棟Cユニットへ医療保護入院となる。
